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研究の要約
算数科においてオープンアプローチによる指嬢を行うことによって,多面的な見方
･考え方が費えるのではないかと考えた.この多面的な見方 ･考え方は,平成10年 7
月にだされた教育課程審議会の答申における算数,数学科 (小学校,中学校,高等学
校)の改善の基本方針のなかでも,創活性の基椎を培 うものとして重視されている.
そこで,本研究では,多面的な見方 ･考え方を養うためには,どのようなオープ ン
アプローチの閉居にすればよいか,またその際の指導をどうすればよいかについて考
察する｡
1.主席設定の理由
(l)オープンアプローチによる指導とはどんな
ものか (cf.[3]【4])
算数の授業で取LJ上げる間滑には,一般
的に正しい答が一通りに決まっていて,閏
月に対する解答は,正答か誤答 (不完全群
苔も含めて)のいずれかである｡ このよう
な閉居をクローズ ドな閉居と呼ぶ｡それに
対し,正答が多様であるような閏月 (解の
多様性,オー70ンエンド)やい(つかの条件をも
とに問BづくLJをするような間鱈 (同席の
発展,チェーン7Bf]7'レム)をオープンな問題と
呼ぶことにする｡さらに,クローズ ドな間
組でも正答を求める過程に子供の学力差や
必要感に応じた解法が多く考えられるよう
な閉居(解法の多様性,1-7OHcロとス)も加え
ることにする｡以上のような3積和のオー
プンな閉居を使って思考の多様性が生まれ
るような授業を展開してい<指導をオープ
ン7ブローチによる指導という.
(2)オープンアプローチによる指導の目的
(cf.[3】[4】[7】[8】)
オープンアプローチによる指溝の目的には,
次の3つがあげられる｡
(a)子どもの本来,y在能力としてもっている
多様に考えようとすることを生かし,ご
く自然に多面的な見方･考え方を養うこと
ができ,創造性の基礎を培うこと｡
(b)正答がいくつも存在することで,考えが
なかなか進まない子どもにも早くから解
決ができる子どもにも,自分のよさを生
かして考えることができ,その子どもな
りに解決ができ,｢解けた,分かった,で
きた｣という充実感がその子なりに味わ
うことができるようにする｡
(C)子どもの興味 ･関心にもとづく柔軟な思
考やユニークな考えや独創的な考えを引
き出し,各子どもの個性を伸ばすこと｡
(3)算数教育におけるオープンアプローチの研
究の歴史
オープンアプロ-チの歴史については,
今から二十軟年さかのぼることになる｡
1970年代の中頃に島田茂[l]らによって,
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算数･数学科の授業改善への新しい方策とし
て ｢オープンエンドアプローチ｣が提唱さ
れた.このオープンエンドアプローチとは.
正答がいく通りにも可能になるように条件
づけられた問題を未完結な問題.つまり結
果がオープンな問題をオープンエンドの開
法と呼ぶことにすると,オープンエンドの
間頴を題材として,そこに内在する正答の
多様性を積極的に利用することで授業を展
開し,その過程で既習の知識,技能や数学
的な考え方をいろいろ組み合わせて新しい
ことを発見していく学習指導である｡この
指導で使われた代表的なオープンエンドの
問題には,｢水槽の問題｣｢リーグ戦の問
題｣｢分類の間頴｣等がある｡
そして1980年代の初め頃に能田仲彦[2]
によってオープンエンドアプローチをさら
にすすめて ｢オープンアプローチ｣が提唱
された｡このオープンアプローチとは,用
いる間組をオープンエンド (解の多様性)
の間鰭はもちろんのこと.与えられた問題
(原閉場)のいくつかの条件をもとにして
問題づくりをするようなチュ一刀○ロブ'レムの問
題 (閉鴇の発展)や､クローズ ドな開放で
も正答を求める過程に子供の学力差や必要
感に応じた解法が多く考えられるようなオ
7ー0ンフdntスの間頗(解法の多様性)もふくめ,
思考の多様性が生まれるような授業を展開
していく学習指導であるBこの指尊は,オ
ープンエンドアプローチをより実践しやす
いようにしたものといえる｡
その後,このオープンアプローチによる
指導についての研究は数多くなされている
が,能田仲彦の ｢オープンアプローチ｣の
考えは,そのまま現在に受け継がれている｡
(4)教育課程審試金答申との関連
オープンアプロ-チによる指導と平成10年
7月にだされた教育課程宰組合の答申におけ
る算数.数学科(小学校,中学校,高等学校)の
改善の基本方針との関連を考えてみたい｡
算数.数学科の改善の基本方針の中では,
次のように改善の基本方針が述べられている｡
小学校.中学校及び高等学校を通じ,
数量や図形についての基礎的･基本的
な知識･技能を習得し,それを基にし
て免弧 も吸息息ゑ力や論理的に考
える力など創造馳走腰度慮ゑ上 とも
に,事象を数理的に考察し処理するこ
とのよさを知り自ら進んでそれらを活
用しようとする態度を一層育てるよう
にする｡ (※ 波線部は､聾者による)
オープンアプローチによる指導によって,
多面的な見方 ･考え方が養えることは,上
記の改善の基本方針のなかでも創造性の基
礎を培うものとして重視されている｡
2.私の考える個を生かし個に応じたオープ
ンアプローチによる指導とは
(cf.[4][6][7]【8])
仏は,現行の算数科における指導の問題
点として,次の三つを考えた｡
(a)算数の指導で使われる問題の苔が一意に
決まることが.子どもの本来潜在能力と
してもっている多様に考えようとするこ
とや多様に考える芽を育てることの妨げ
になり.子どもに多面的な見方 ･考え方
が養えているとはいえないのではないか｡
(b)問用の答えが一意決定することが,子ど
もの一人ひとりが自分のよさを生かして
考えることを困難にし,その筈えにたど
りつけない子どもには ｢解けた.分かっ
た,できた｣という充実感が味わえない
のではないか｡
(C)算数の指導が.一斉指導による救え込み
がまだまだ多く,子ども一人ひとりの個
を生かし個に応じた指導にはなっていな
いため.子どもの個性を生かす甥は少な
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く,現時点で個性を生かす教育が充実し
ているとはいえないのではないか｡
そこで,弘はこれらの間規点を解消する方
策として ｢オープンアプローチによる指
斗｣が有効ではないかと考えた｡すなわち.
オープンアプローチによる指導 を行うこと
によって.
①子どもが潜在能力としてもっている多面
的な見方 ･考え方が義える｡
②一人ひとりの子どもが,その子なりに井
数の楽しさや ｢解けた,分かった.でき
た｣という充実感が味わえる｡
③一人ひとりの子どもの算数への興味 ･粥
心を育てることができる｡
が期待できると考え,研究をすすめること
にした0
3.オープン7ブローチについての基本的な
考え
(l)個を生かし個に応じることを長視するわ
け
個を生かし個に応じることを慶祝するわ
けには,次の二つが考えられる｡ひとつは,
子ども一人ひとりが,自分なりに多様に考
えようと柔軟な思考や独創的な思考を発拝
して.自分なりのよさを生かすことができ
るからだと考える｡もうひとつは.考えが
なかなか進まない子どもにも,早くから考
えが思いつく子どもにも,自分なりの考え
がもて ｢解けた,分かった,できた｣とい
う充実感が,その子なりに味わえることで.
算数への関心や意欲がたかまるからだと考
える｡
(2)個を生かし個に応じる同類 (cf.[5])
算数料で個を生かし個に応じることを霊
視したオープンアプローチに使われる問鵬
には.次の3つのパターンがある｡
(a)オープンエンドの閏月
正答が多様であるような閉頗 (解の多様
悼) 例 ｢面積が 12cm2の形づ<リ｣
(b)チェーンプロブレムの同類
いくつかの条件をもとに間頒づくりをす
るような問題 (間増の発展 )
例 ｢わリ算の作間｣
(C)オープンプロセスの閉店
正答が一つでも,正答を求める過程に子
供の学力差や必要感に応じた解法が多く
考えられるような問粗(解法の多様性)
例 ｢お金のだし方｣
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(3)オープン7ブローチを算数の指串に取り
入れる意義
オープンアプローチを算数の指串に取り
入れる意轟には.次の二つが考えられる｡
ひとつは,子どもがごく自然に多面的な
見方･考え方をすることになり.無理なく
多様に考えて学習することの楽しさを一子
どもに味わわせることができると考える｡
もうひとつは,子とも一人ひとりが自分
なりの考えをもつことで,｢解けた,分か
った.できた｣という充実感を味わうこと
ができ,その子なりの算数への関心 ･意
欲を高めることになると考える｡
4.オープンアプローチを生かした指導
(1)よいオープンアプローチの間頻の条件
よいオープン7ブローチの閉規にするた
めの条件として次の二つが考えられる｡
(a)多面的な見方･考え方を引き出す間組
･ごく自然に多面的な見方･考え方を引き
出せる間増
･多面的な見方･考え方が,それぞれ数学
的に価値がある間贈
･実生活との的連があLJ.進んで実生活
に生かすことができる開店
(b)教科書の内容を基本として,教科雷の問
題をオープン化した開田
･教科雷の数学的内容を基本として,そ
の内容のいくつかを統合したり,内容
の理解を深めたりすることができる間
規
･多様に考えてそれらの考えを数学的な
処理のもとに一つにまとめ上げるよう
な収束的思考の間組や,一つのことを
多面的にまた発展的に考えるような拡
散的思考の阿規
(2)オープン7ブローチを取り入れた算数の
指導のポイント
(a)可能な限り多様な考えを引き出す教師の
支援を行う｡
一人ひとりの子ともの多様の考えを,
可能な限り引き出すには,次のような支
援が考えられる｡
･自然と多様な考えがだせるように.千
どもの考えを引き出す場面に,算数的
活動を取り入れる｡
･可能なβ艮リ子どもの多様な考えを引き
出すために.子とも一人ひとりに応じ
た教師の支援として.声かけや助言,
そしてヒントカード等の用意をするQ
(b)能力差に応じて取り組むことができる自
由性をもたせる｡
一人ひとりの子どもが.能力差に応じ
て取り組むには.次のような自由性が考
えられる｡
･どんどん考えていくつも考えをだすこ
とも,じっくり考えて地道に考えをだ
すことも.その子とも一人ひとりに応
じて取り組める自由性｡
･子とも一人一人の能力差に応じ,どう考
えてもいくつ考えてもよい自由性｡
(C)個に応じて算数的な取り組みができる自
由性をもたせる｡
一人ひとりの子どもが.個に応じて算
数的に取り組むには,次のような自由性
が考えられる｡
･自分の興味関心のある閉類に,じっく
りとのびのびと取り組む自由性｡この
じっくりとのびのびとできる自由性か
ら生まれる考えには.独創的な考えや
発展的な考えがふくまれやすいと考え
る｡
(3)評価についての弘の考え (cf.[1])
(a)視点
子どもの考えをt的な面については
r流暢性｣,巽的な面については r柔奴
性｣｢独創性｣として,それぞれ評価規準
を設けて分け,それらをもとに子どもの
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多面的な見方 ･考え方を評価する｡
･量的な面
★｢流暢性｣
流暢性については.正答となる考え
がいくつ引きだせるかをみて,その
引きだす総数で評価する｡
･架的な面
★｢柔軟性｣
柔軟性については,正答となる考え
をいくつかのER点で分類し,その独
立した異なる考えをみて,その異な
る考えがいくつあるかで評価する｡
★ ｢独創性｣
独創性については,正答となる考え
に斬新さのあるものや発展性のある
ものをみて,それらがあるかで評価
する｡
(b)｢流暢性｣ ｢柔軟性｣ ｢独創性｣の見方
子どもの考えを ｢流暢性｣｢柔軟性｣
｢独創性｣という3つの視点で,多面的な
見方や考え方を評価する｡その際,｢柔
軟性｣の方が ｢流暢性｣より優れている
とか,｢独創性｣の方が ｢柔軟性｣より
俵れているという見方をするのではなく.
｢流暢性｣｢柔軟性｣｢独創性｣それぞれ
がどうであるかという見方から,その子
なりの見方 ･考え方のよさを評価する｡
5.オープンアプローチの指導の実践と騨価
(l)5年生の事例 ｢12cmZの形づくり｣
(a)ねらいと展開
①本事例のねらい
本事例 ｢12cm2の形づくり｣のねらい
は,次のようになる｡
･面積が 12cm2になる形を,進んでつ
くろうとする｡
･面積が12cm2になる形について.多
面的な見方ができる｡
･面坪が 12cmZになる形をいろいろつ
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くることができる｡
･面積が 12cmZになる形をいろいろ考え
てつくる活動を通して,面積の概念の理
解を深める｡
②単元における本時の位置づけ
本時は,5年生の算数の単元 ｢面積｣の
中の 1時間として位置づけた｡
単元 ｢面積｣ (全 13時間)
第 1次 三角形の面績 (4時間)
第 2次 四角形の面積 (3時間)
第 3次 面積の求め方の工夫 (5時間)
第 1時 ひし形の面積の求め方
第 2時 部分どうLを加えたり.全体
から部分を引いたリして面積
を求める
第3時 栂形のとらえ方と面積の低利
第4時 練習
第4次 12cm2の形づくり - ( 時)
(1時間)
第 5次 ためしてみましょう,やってみ
ましょう (1時間)
③個を生かし個に応じる問題の工夫
個を生かし個に応じるよいオープンアプ
ローチの問題にするために,次のことを
考えて工夫した｡
ア.間規の場面の工夫について
･面積が 12cmZになる形をいろいろ考え
てつくることで,子どもは多様な形を考
え.形が異なっても面積が同じことがあ
るという面積の概念の理解を深めること
になると考えた｡
･面積が 12cmZになる形をいろいろ考え
ることを通して.子どもは.同じ面積で
もいろいろな形ができることに気づき.
他に考えられないかと思考をめぐらすこ
とで,多面的にものを見る力を養うこと
になると考えた｡
このことをもとに次の間児を考えた｡
子どもがつくる形の種類は,以下のように
なる｡
7.長方形
ィ.三角形(直角三角形.二等辺三角形
等を含む)
ウ.平行四辺形
工.台形
オ.ひし形
力.変則四角形
辛.五角形以上の形
以上 7桂瀬の形が考えられ 各は頬の中で
も さまざまな形が考えられる｡
ィ.作図の工夫について
･この間矧 ま.面積が 12cm一になる形に
は,どんな形があるかと考えさせるもの
で,面積がになる形は,多様にいくらで
もつくれる.つまリ,正答となる形が多
様であるオープンエンド (解の多様性)
の問題である｡
･面積が 12cm2になる形を,lcm間隔
の点の方眼圭丘にいろいろつ(らせること
で次の3点が意接できると考えた｡
･一つひとつの形が区別してとらえら
れる｡
･点と蟻で囲むことで,領域がとらえ
られる｡
･いろいろな形が,思いつきやすい｡
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ウ.面積の数値を12cmZにすることにつ
いて
･基本的に,面積はどんな数であっても形
はつ(れるが.既習のより多(の維輔の
形がつくれ,同じ種類でもいくつもつく
れ また的故も多くもつものということ
も考えて,12cm2という面積の数値を
決めた｡
④個に応じた支嬢の工夫
個に応じた支援をするには,子どもが面
積が 12cmZになる形をいろいろ考える場
面で,子とも一人ひとLJの実態をつかんだ
うえで.可能な閉り子どもの多様な考えを
引き出すため.子とも一人ひとりに応じた
教師の支援として次のことを考えた｡
7.ジオボードの使用について
ジオポ-ドを使用する意義については.
次の3点が考えられる｡
･子とも一人ひとりにジオボー ドを与え.
その子どもに面積が 12cmZになる形
についての適切な見通しをもたせるこ
とになる｡
･ジオボードでの拭行絹隈が.点の方眼
紙に面積が 12cmZになる形をつくる
ためのJl要な橋渡しになる｡
･ジオボードを使うことで.面積が 12
crn2になる形を自分で確かめたり伴正
をくわえたりすることができる｡
ィ.子どもへの声かけや助言について
子どもへの声かけや助言については次
のようなものが考えられる.
･今まで面積を学習した形には何があっ
たかな
･三角形や四角形にもいろいろな檀頬が
あったね
･ほかの形でも考えられないかな
･自分がまだつくっていない形を考えて
みよう
つくった形と同じ 書J頬の違う形を考 え
てみよう｡
(b)5年生の事例の考察
7.評価規準の牧定について
授業後の子どもの考えを量的な面につ
いては ｢流暢性｣,耳的な面については
｢柔軟性｣｢独創性｣として,それぞれ評
価規準を設けて分け,それらをもとに子ど
もの多面的な見方や考え方を評価する｡
匝短頭 :面杭が 12cm2になる正しい
形を総数として何通り考え出す
ことができたか
評価規準
正しい形が4個以上 十分満足
正しい形が 2個から3個
おおむね兼足
正しい形が 0個から1個 今一歩
直面軌 面積が 12cm2の形をどうつ
くろうとしたか
評価規準
ア･-長方形をつくる
イ･･三 角形,平行四辺形,台形,ひ
し形をつくる
り･-変則現角形や五角形以上の形を
つくる
以上3描類から
3碓輔全部 十分満足
2ほ頼 おおむね満足
1種類以下 今-歩
匝画要:凸の面積の部分だけ凹になる(ち
との形からふくらませた分だけ
へこませても面積は変わらな
い)形を,発展的に考え出すこと
ができたか,または全体の面積か
らひいて形を考えているか
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評価規準
凸の面棟の部分だけ凹になる形を考え
ているか
全体の面積からひいて形を考えていれ
ば 十分満足
なお,独IFJ的な考えは,算数の指導上の
系統によって必ずしも見出されるもので
はない｡したがって.この考えが見出せ
ないからといって,評価規準として ｢今
一歩｣とするのは,適当でないと考える｡
よって.この考えがある場合についての
み. ｢十分潜足｣と評価することにした｡
ィ,評価表の作成について
これらの評価規準にもとづき.｢柔軟
性｣｢流暢性｣｢独劃性｣について,子ど
もの考えを亜理したものが次へ〇一シ●の表1
である｡子どもが,3つのどの面をのばす
ことができたかをみるために次のように整
理した｡まず柔軟性が十分満足の順にまず
ならべ,次に流暢性の故の多い順にならへ.
最後に独創性が十分満足の順にならべ並理
した｡
ウ.評価表にもとづく考察について
柔軟性については十分溝足 14人.おお
むね満足 12人,今一歩 1人であった｡
流暢性については十分満足 23人,おおむ
ね満足 4人.今一歩 0人であった｡独
創性については十分満足 2人という結果
になった｡
流帽性 ･柔軟性 ･独創性という3つの
面が.それぞれがどうであるかを,クラ
スの子ども一人ひとりでみることができ
る｡そして.その子なりのよさを評価す
ることが大切だと考えている｡
この授業の評価は,その手なりのよさ
をみることがメインであるが,この授業
が,学級全体としては,どうであったか
について考えると.柔軟性 ･流暢性 .独
創性の3つのうち,ひとつでもおおむね の子どもにあたり.この授業が学級全体
満足以上がある子どもは,27人 (クラス としては効果的であったと考える｡
27人中)であった｡これは.クラス全長
表15年生の事例｢面積が12平方センチの形づくり｣における｢柔軟性｣｢流暢性｣｢独創性｣
児童番号 ] 柔軟性 流帽性 独創惟
2 7.ィ. T 一 ,I_Alr1 4 凸の面積の88分だけ凹になる
ll ア.イi I- ' ~.で g 13'
14 7.ィ.､ II.VF~二l.8J T,IIー<
16 ア lT=fI血こ -8 .tl:.I
17 ア i. 二-,丁,一Tv:Vr'.1-
26 ア lTEr .㍗ -7.
4 ア ィ,tウ r`'-I包丁 kTtr㌣ .'- -q叩.;.こ●
9 7.ィ.J71■yLT '!史ごTr ー '8I.i
6 ア.ィ.ウ ∴ーてEr,TTf7F '15 ~壬 .i
25 ア ィヽ.す .~二品 臥 -.ニ~石二二三二罫T'-■
13 71ィ. T ▼lTT.TT JTr/TTidTF
27 ▼ Ft■ヽ~一 r■ - ご▼■+
7 . -'.tJPt. '5 -_ I.●
1 巨 i=:, 5 =llJ.-.:I
8 巨 E-'r'5 .J1.日
12 i_;_ ~5■ _JJ丁
20 ∴ 土ー才一‥.5-I.7~Lr='⊥
5 ■L17TTJ÷ ●'4∴:I.l†
24 :葦 :‡二詰
15 器;軒≒至…≡
18
･柔軟性-･十分満足 14人 おおむね満足 12人 今一歩 1人
･流暢性-･十分満足 23人 おおむね満足 4人 今一歩 0人
･独創性-- 十分満足 2人
l __~~~ト -十分満足
⊂二二二二- おおむね満足
⊂二二二二=]-･今一歩
※独創性の欄については. は評価規準としての
｢今一歩｣をしめすものではない｡(前ページを参照)
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6,成果と今後の群居
(1)成果
算数科でオープン7ブローチの指溝を行
うことで,次のような成果があったと考え
るD
①多面的にものを見る力を養うことができ
たか
オープンアプローチの指導を行うことに
よって,チビも一人ひとりが,ごく自然に
多様に考えようと.柔軟な思考や独創的な
思考を発揮しようとし,その子なりの多面
的にものを見る力を養うことができたと考
えるo
｢多面的にものを見る力｣は平成10年7月
にだされた教育課程筆紙会の答申における
算数,数学科(小学校.中学校,高等学校)の改
善の基本方針のなかでも,創造性の基礎を
培うものとして重視されている｡オープン
アプローチの指尊が,多面的にものを見る
力を養ううえで有効であることが,実征で
きたと考える｡
②子とも一人ひとりが,その子なりに ｢解
けた,分かった,できた｡｣という楽しさ
や充実感を味わうことができたか
オ-プンアプローチの指導を行うことに
よって.一斉指溝のような決まりきった反
応や答えにとらわれることなく.子とも一
人ひとりが,その子なりの取り組みができ
る｡そのことで.考えがなかなか進まない
子どもにも,早くから考えが思いつく子ど
もにも,自分なりの考えがもて,1つできる
ごとにもっとやってみたいという幕政を学
ぶ楽しさを,子ども一人ひとりが感じるこ
とになったと考える｡そして.授業が捷わ
った時に,子ども一人ひとりが ｢解けた.分
かった,できた｣という充実感を味わうこと
ができたと考える｡
③子どもの能力･個性を生かすことができた
か
オープンアプローチの措辞に使われる問
題に対して子どもは,自分の能力を最大帽
に発揮してどんどん考えて多様な考えを兄
いだせる自由性や,致JLや図形について自
分の興味 ･関心を発揮して取り組める自由
性がある｡これら多くの自由性から生まれ
る考えには,子どもの能力や個性が生かさ
れていると考えるo
｢子どもの個性を生かすことができるJこ
とは,平成11年5月にだされた小学校学習
指導要領 第1章総則 2.改訂の基本方針の③
のなかの ｢個性を生かす教育を充実するこ
と｣にあたり,重視されている｡オープン
アプロ-チの指壇が,子どもの個性を生か
すことができるうえで有効であることが.
実証できたと考える｡
(2)今後の課題
小学校の算数には,｢数と計算｣｢量と
測定｣｢図形｣｢数量関係｣の4つの領域
がある｡今回は.｢数と計算｣と ｢量と測
定｣についての内容を取り扱ったが.今後
その領域の他の内容や他の領域についても,
オープンアプローチの間垣や指溝はできな
いかについて,研究していきたい｡
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